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平
成
一
九
年
度
町
田
市
一
般
会

計
・
各
特
別
会
計
決
算
認
定
は
、

九
月
一
六
日
に
設
置
し
た
一
〇
人

で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
に

付
託
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ

し
て
一
〇
月
九
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
委
員
長
の
報
告
の
と
お
り

意
見
を
付
し
て
認
定
し
ま
し
た
。
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熊
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平
成
一
九
年
度
（
二
〇
〇
七
年

度
）
町
田
市
一
般
会
計
・
各
特
別

会
計
決
算
は
、
歳
入
総
額
二
、
二

一
〇
億
三
、
一
七
五
万
円
に
対
し
、

歳
出
総
額
二
、
一
四
七
億
六
、
〇

五
九
万
二
千
円
で
あ
る
。

　

形
式
収
支
で
は
六
二
億
七
、
一

一
五
万
八
千
円
の
黒
字
と
な
り
、

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を

差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
五
六
億

三
、
八
五
三
万
三
千
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
る
。

　

一
般
会
計
で
見
る
と
、
歳
入
は

一
、
二
一
四
億
九
、
一
七
〇
万
九

千
円
で
前
年
度
に
比
べ
五
三
億
三
、

〇
三
五
万
九
千
円
増
加
し
た
。

　

歳
出
は
、
一
、
一
七
六
億
九
、

四
三
六
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
三

八
億
七
、
七
九
四
万
八
千
円
増
加

し
た
。

　

特
別
会
計
は
、
歳
入
総
額
九
九

五
億
四
、
〇
〇
四
万
一
千
円
、
歳

出
総
額
九
七
〇
億
六
、
六
二
三
万

二
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度

に
比
べ
歳
入
が
二
五
億
八
、
〇
七

一
万
二
千
円
、
歳
出
が
二
三
億
四
、

六
三
二
万
六
千
円
増
加
し
た
。

　

歳
出
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

会
計
が
約
三
四
億
一
千
万
円
、
介

護
保
険
事
業
会
計
が
約
一
四
億
四

千
万
円
増
加
し
た
。
一
方
、
歳
出

が
減
少
し
た
会
計
は
、
忠
生
土
地

区
画
整
理
事
業
会
計
が
約
一
八
億

円
、
鶴
川
駅
北
土
地
区
画
整
理
事

業
会
計
が
約
七
億
二
千
万
円
、
下

水
道
事
業
会
計
が
約
二
億
円
減
少

し
た
。

　

特
別
会
計
の
純
計
決
算
歳
入
歳

出
差
引
額
は
、
駐
車
場
事
業
会
計

及
び
受
託
水
道
事
業
会
計
を
除
き

全
て
赤
字
で
あ
り
、
相
変
わ
ら
ず

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ

り
収
支
の
均
衡
を
保
っ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

　

経
常
収
支
比
率
は
前
年
度
に
比

べ
一
・
八
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
八

八
・
九
％
と
な
っ
た
。
財
政
構
造

が
弾
力
性
を
失
い
つ
つ
あ
る
と
さ

れ
る
八
〇
％
を
大
き
く
上
回
っ
て

お
り
、
財
政
の
硬
直
化
が
懸
念
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
市
の
財
政

は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
た
め
、
予
算
の
執
行

に
あ
た
っ
て
は
、
コ
ス
ト
意
識
を

持
っ
て
対
応
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

今
後
、
財
政
の
硬
直
化
を
来
さ
な

い
よ
う
な
取
り
組
み
を
図
ら
れ
た

い
。

　

な
お
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
は
、

委
員
会
審
査
の
際
に
指
摘
し
、
注

意
を
喚
起
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
今
後
の
予
算
編
成
及
び
そ

の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
特
に
留

意
さ
れ
た
い
。

　

①
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
育
成
料
に

つ
い
て
は
、
部
内
で
不
納
欠
損
を

減
ら
す
検
討
会
を
定
着
さ
れ
た
い
。

　

②
市
民
農
園
使
用
料
に
つ
い
て

は
、
需
要
が
多
く
あ
る
た
め
、
積

極
的
に
市
民
農
園
の
確
保
を
さ
れ

た
い
。

　

③
タ
ー
ミ
ナ
ル
使
用
料
に
つ
い

て
は
、
空
き
店
舗
が
出
な
い
よ
う

努
力
さ
れ
た
い
。

　

④
地
下
埋
設
物
に
つ
い
て
は
、

現
況
を
出
来
る
だ
け
正
確
に
捕
捉

し
、
適
正
な
占
用
料
を
徴
収
さ
れ

た
い
。

　

⑤
市
民
課
に
お
け
る
諸
証
明
事

務
に
つ
い
て
は
、
よ
り
親
切
な
、

よ
り
迅
速
な
対
応
を
す
る
よ
う
努

力
さ
れ
た
い
。

　

⑥
塵
芥
処
理
手
数
料
の
う
ち
、

有
料
ゴ
ミ
袋
収
入
金
に
つ
い
て
は
、

収
益
を
全
て
ゴ
ミ
減
量
化
基
金
に

繰
り
入
れ
さ
れ
た
い
。

　

⑦
複
写
機
等
使
用
料
に
つ
い
て

は
、
盗
難
事
件
が
起
き
な
い
よ
う

関
連
部
署
内
で
統
一
さ
れ
た
い
。

　

⑧
市
章
は
身
分
証
と
同
様
な
も

の
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
管
理
を
徹

底
さ
れ
、
位
置
づ
け
を
し
っ
か
り

さ
れ
た
い
。

　

⑨
宝
く
じ
区
市
町
村
交
付
金
に

つ
い
て
は
、
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
に
つ
い
て
も
交
付
金
と
し
て

市
町
村
に
配
分
す
る
よ
う
に
都
に

求
め
ら
れ
た
い
。

　

①
適
正
な
予
算
執
行
の
た
め
に
、

補
正
減
は
早
期
に
行
う
よ
う
努
め

ら
れ
た
い
。

　

②
未
利
用
地
の
利
活
用
を
促
進

さ
れ
た
い
。

　

③
土
地
建
物
等
の
賃
借
料
に
つ

い
て
は
、
物
件
に
よ
り
ば
ら
つ
き

が
見
受
け
ら
れ
る
。
不
動
産
鑑
定

を
受
け
る
な
ど
適
正
な
賃
借
料
の

設
定
、
改
定
を
さ
れ
た
い
。

　

④
市
が
借
用
し
て
い
る
土
地
の

契
約
に
際
し
て
は
、
貸
主
か
ら
提

示
さ
れ
て
い
る
貸
出
条
件
を
誠
実

か
つ
速
や
か
に
履
行
さ
れ
た
い
。

　

⑤
同
一
事
業
者
と
同
一
契
約
金

額
を
五
年
以
上
も
随
意
契
約
を
結

ん
で
い
る
の
で
、
他
の
事
業
者
、

契
約
金
額
を
見
直
さ
れ
た
い
。

　

⑥
国
際
版
画
美
術
館
の
講
堂
等
、

市
民
利
用
が
で
き
る
利
用
率
が
低

い
各
種
施
設
は
、
利
用
率
向
上
を

図
ら
れ
た
い
。

　

⑦
備
品
、
消
耗
品
の
購
入
基
準

を
明
確
に
運
用
さ
れ
た
い
。

　

⑧
物
品
会
計
規
則
に
の
っ
と
り
、

備
品
、
消
耗
品
の
管
理
は
在
庫
管

理
を
含
め
、
適
正
に
行
わ
れ
た
い
。

　

①
時
間
外
勤
務
は
、
健
康
管
理

上
か
ら
も
長
時
間
過
密
労
働
が
日

常
化
し
な
い
よ
う
、
勤
務
形
態
の

改
善
を
図
ら
れ
た
い
。

　

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
更
新
の
即

時
性
と
わ
か
り
易
い
表
示
に
心
が

け
、
市
民
へ
の
情
報
提
供
が
正
確

か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
わ
れ
る

よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

　

③
市
民
相
談
事
業
と
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
運
営
事
業
に
お
い
て
は
、

効
果
検
証
や
サ
ー
ビ
ス
の
統
合
な

ど
を
推
進
し
、
よ
り
市
民
の
利
便

性
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

④
庁
用
車
の
活
用
を
適
正
に
し
、

レ
ン
タ
カ
ー
等
の
利
用
を
減
ら
す

よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

　

⑤
公
共
施
設
保
全
計
画
策
定
事

業
の
公
共
施
設
現
況
調
査
委
託
業

務
に
つ
い
て
は
、
委
託
調
査
結
果

を
も
と
に
早
期
に
方
針
を
決
定
さ

れ
た
い
。

　

⑥
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
企
画
事
務
に
お
い
て
は
、

町
田
市
ス
ポ
ー
ツ
関
連
地
域
需
要

調
査
の
ま
と
め
を
行
い
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
計
画
の
策
定
を
図
ら
れ
た

い
。

　

⑦
経
営
改
革
推
進
事
業
の
経
営

診
断
に
つ
い
て
は
、
診
断
結
果
や

改
善
結
果
な
ど
を
市
民
に
公
表
さ

れ
た
い
。

　

⑧
職
員
研
修
に
つ
い
て
は
、
経

営
品
質
向
上
推
進
事
業
と
連
携
す

る
等
、
よ
り
効
果
的
な
研
修
が
で

き
る
よ
う
講
師
、
委
託
先
の
選
定

を
さ
れ
た
い
。

　

⑨
職
員
研
修
費
の
派
遣
研
修
事

業
に
つ
い
て
は
、
民
間
交
流
を
活

発
に
さ
れ
た
い
。

　

⑩
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
を
強
化
さ
れ
た
い
。

　

⑪
集
会
所
用
地
と
し
て
、
賃
料

を
徴
収
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る

一
方
、
高
額
の
賃
料
を
支
払
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
自
治
会
・

町
内
会
で
差
が
生
じ
な
い
よ
う
努

め
ら
れ
た
い
。

　

⑫
男
女
平
等
施
策
に
あ
た
っ
て

は
、
若
い
世
代
に
即
し
た
施
策
を

実
施
さ
れ
た
い
。

　

⑬
民
間
交
番
さ
る
び
あ
へ
の
運

営
費
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
当
面

継
続
さ
れ
た
い
。

　

⑭
外
部
記
憶
装
置
の
購
入
、
管

理
等
を
含
め
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
強
化
を
図
ら
れ
た
い
。

　

⑮
新
庁
舎
建
設
事
業
に
お
け
る

予
算
の
増
大
が
市
民
生
活
に
影
響

し
な
い
よ
う
、
建
設
費
圧
縮
に
努

力
さ
れ
た
い
。

　

⑯
電
子
申
告
を
進
め
る
よ
う
努

め
ら
れ
た
い
。

　

⑰
納
税
者
、
支
払
者
の
利
便
性

向
上
、
納
期
限
内
納
付
促
進
の
た

め
、
市
税
や
保
育
料
の
収
納
に
も

コ
ン
ビ
ニ
が
利
用
で
き
る
よ
う
さ

れ
た
い
。

　

①
社
会
福
祉
法
人
等
へ
、
市
の

車
両
を
貸
し
出
し
た
り
、
贈
与
す

る
際
の
基
準
を
明
確
に
す
る
よ
う

努
め
ら
れ
た
い
。

　

②
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
支

援
事
業
な
ど
啓
発
運
動
に
お
い
て

は
、
毎
回
同
じ
よ
う
な
実
施
内
容

に
な
ら
な
い
よ
う
、
講
師
の
選
定

な
ど
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
参
加

者
が
増
大
す
る
よ
う
努
力
さ
れ
た

い
。

　

③
安
価
で
厳
か
な
葬
祭
事
業
に

つ
い
て
は
、
市
民
に
広
く
周
知
を

徹
底
さ
れ
た
い
。

　

④
社
会
福
祉
総
務
費
の
福
祉
サ

ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
に
お
い

て
は
、
受
審
の
メ
リ
ッ
ト
や
意
義

を
啓
発
し
、
受
審
法
人
を
増
や
す

よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

　

⑤
福
祉
輸
送
サ
ー
ビ
ス
に
お
け

る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
介
助
技
能
の
向

上
と
申
し
込
み
期
限
の
廃
止
や
利

用
時
間
の
拡
大
な
ど
で
、
多
様
な

移
動
制
約
者
の
外
出
支
援
の
要
求

に
充
分
応
え
ら
れ
た
い
。

　

⑥
成
年
後
見
制
度
に
対
す
る
市

民
の
理
解
を
広
げ
、
相
談
窓
口
の

充
実
な
ど
で
利
用
の
拡
大
を
図
ら

れ
た
い
。

　

⑦
視
覚
障
が
い
者
に
対
す
る
施

策
を
取
り
入
れ
ら
れ
た
い
。

　

⑧
障
が
い
者
就
労
生
活
支
援
事

業
に
お
い
て
は
、
就
職
を
決
め
る

だ
け
で
な
く
、
定
着
支
援
に
向
け

企
業
と
密
接
な
連
携
を
図
ら
れ
た

い
。

　

⑨
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
し
、
父

子
家
庭
に
も
配
慮
す
る
な
ど
幅
広

い
就
労
支
援
を
含
め
た
施
策
を
講

じ
ら
れ
た
い
。

　

⑩
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
相
談
件
数

の
向
上
と
潜
在
的
に
あ
る
育
児
不

安
、
虐
待
、
育
児
放
棄
等
の
早
期

発
見
及
び
防
止
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

⑪
認
可
保
育
園
の
新
設
や
分
園
、

企
業
の
事
業
所
内
保
育
の
促
進
を

図
る
な
ど
待
機
児
解
消
に
努
め
ら

れ
た
い
。

　

⑫
認
可
外
保
育
施
設
等
入
所
児

童
保
護
者
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

認
証
保
育
所
が
値
上
げ
を
行
っ
て

い
る
実
態
を
把
握
し
適
切
な
対
策

を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　

⑬
定
員
超
過
の
学
童
保
育
ク
ラ

ブ
の
解
消
へ
、
増
設
な
ど
検
討
さ

れ
た
い
。

　

⑭
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
は
、
な
る

べ
く
早
く
整
備
さ
れ
た
い
。

　

⑮
生
活
保
護
の
受
理
に
あ
た
っ

て
は
、
個
々
の
生
活
状
況
を
丁
寧

に
聴
取
し
た
上
で
、
適
切
な
援
護

体
制
が
と
れ
る
よ
う
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
等
の
職
員
体
制
の
強
化
を
図

ら
れ
た
い
。

　

⑯
税
務
当
局
と
の
連
携
を
講
じ

る
な
ど
、
生
活
保
護
の
不
正
受
給

が
な
い
よ
う
よ
り
適
正
に
措
置
を

さ
れ
た
い
。

　

①
基
本
健
康
診
査
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
受
診
率
を
維
持
す
る

よ
う
、
健
診
の
無
料
化
を
継
続
さ

れ
た
い
。

　

②
が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
を
目
指
す
た
め
に
も
、
検
診
の

対
象
年
齢
の
引
き
下
げ
や
、
範
囲

を
拡
げ
ら
れ
た
い
。

　

③
高
齢
者
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
、
何
度
も
接
種
を
受
け
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
対
策
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

　

④
町
田
市
内
へ
、
里
帰
り
出
産

の
た
め
に
帰
っ
て
き
て
い
る
母
子

に
も
、
市
民
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た

い
。

　

⑤
母
子
健
康
診
査
事
業
費
に
つ

い
て
は
、
健
康
診
査
時
の
母
子
の

健
康
状
態
の
把
握
は
も
と
よ
り
、

重
要
な
情
報
提
供
の
機
会
及
び
子

育
て
の
状
況
等
を
把
握
で
き
る
重

要
な
機
会
で
あ
る
た
め
、
受
診
率

の
向
上
に
引
き
続
き
努
め
ら
れ
た

い
。

　

⑥
公
園
の
管
理
業
務
委
託
は
、

よ
り
効
果
的
な
委
託
に
な
る
よ
う

に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

⑦
民
有
緑
地
の
保
全
に
対
す
る

施
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　

⑧
保
護
樹
木
を
維
持
管
理
す
る

た
め
の
補
助
制
度
が
あ
る
の
だ
か

ら
、
周
知
を
図
ら
れ
た
い
。

　

⑨
航
空
機
騒
音
の
測
定
器
を
増

設
し
、
測
定
結
果
は
迅
速
に
騒
音

防
止
対
策
に
活
用
さ
れ
た
い
。

　

⑩
省
エ
ネ
対
策
費
に
つ
い
て
は
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
な

く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
を
抑
制
す

る
事
へ
の
対
応
も
考
慮
さ
れ
た
い
。

　

⑪
町
田
市
民
病
院
院
内
託
児
室

運
営
事
業
委
託
料
は
、
本
事
業
が

企
業
内
保
育
で
あ
る
実
態
に
か
ん

が
み
、
病
院
事
業
会
計
か
ら
の
支

払
い
に
変
更
し
た
上
で
相
当
額
を

一
般
会
計
よ
り
計
上
さ
れ
た
い
。

　

⑫
町
田
市
民
病
院
院
内
託
児
室

運
営
に
あ
た
っ
て
は
、　

時
間
体

２４

制
を
含
め
女
医
、
看
護
師
か
ら
の

要
望
を
反
映
し
、
利
用
し
や
す
い

工
夫
を
さ
れ
た
い
。

　

⑬
病
院
事
業
会
計
負
担
金
に
お

い
て
は
、
医
療
充
実
の
た
め
必
要

と
認
め
ら
れ
る
法
定
繰
り
出
し
分

を
一
般
会
計
か
ら
財
政
措
置
す
る

よ
う
図
ら
れ
た
い
。

　

①
地
産
地
消
推
進
の
観
点
か
ら

も
学
校
給
食
に
お
い
て
、
町
田
産

の
農
産
物
を
よ
り
使
わ
れ
る
よ
う

努
め
ら
れ
た
い
。

　

①
「
新
・
元
気
を
出
せ
商
店
街

事
業
補
助
金
」
に
つ
い
て
は
、
さ

く
ら
祭
り
の
よ
う
に
年
度
を
ま
た

い
で
実
施
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ

る
の
で
、
そ
の
一
体
性
に
配
慮
さ

れ
た
い
。

　

②
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
支
援
事
業

に
関
し
て
は
、
新
規
参
入
者
確
保

に
向
け
、
商
店
会
連
合
会
と
協
力

し
、
支
援
事
業
に
対
す
る
助
成
に

つ
い
て
は
、
充
分
そ
の
費
用
対
効

果
を
検
討
さ
れ
た
上
で
執
行
さ
れ

た
い
。

　

③
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
そ
の
有
効
活
用
を
図
る
た

め
利
用
方
法
等
改
善
を
図
ら
れ
た

い
。

　

④
観
光
施
策
に
つ
い
て
は
取
り

組
み
が
弱
い
の
で
、
し
っ
か
り
と

取
り
組
ま
れ
た
い
。

　

⑤
市
民
さ
く
ら
祭
り
は
、
観
光

振
興
事
業
と
い
う
視
点
だ
け
で
は

な
く
、
市
民
活
動
振
興
事
業
に
も

着
目
し
た
事
業
と
し
て
取
り
組
ま

れ
た
い
。

　

⑥
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
職
員

体
制
の
充
実
と
電
話
相
談
等
の
時

間
延
長
な
ど
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
努
力
さ
れ
た
い
。

　

①
サ
イ
ン
表
示
整
備
事
業
の
実

施
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
声

を
十
分
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に←

総

括

◆

総

務

費

◆

民

生

費

◆

土

木

費

◆

商

工

費

◆

農

林

費

◆

衛

生

費

◆


